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トヨタホーム株式会社 様
工事受発注電子化サービス easyHousing 導入事例

現場の利便性はそのままに、セキュリティ強化を実現
取引先1000社の受発注業務に多要素認証を追加

事例のポイント

・住宅工事に関わる発注・請負／請求業務のリードタイムを短縮したかった
・10年の保管が必要な契約書面の管理負荷が高かった
・個人情報保護に向けたセキュリティ強化が求められていた

課題背景

成果

・受発注業務のデジタル化でリードタイムを短縮
基幹システムと連携するeasyHousingの導入で、工事の受発注／請求業務をデジタル化。スマート
フォン対応で、発注から請書の回収までを大幅にスピードアップした

・紙帳票に関わるコストや印紙代の経費を削減
発注書の郵送に加え、契約書類の長期保管に関わるコストと業務負担が削減できた。また請書
に貼る印紙代が不要になったことで、取引先のコスト削減も実現した

・多要素認証の導入でセキュリティをさらに強化
グループ会社のガイドラインに沿った個人情報保護対策として、メールによる多要素認証を導入。
管理者のみ設定可能な権限設計を行うことで、セキュリティをさらに強化した

トヨタホーム株式会社
技術・商品開発本部
設計建設推進部 建設推進室
安全推進グループ グループ長

川合 栄一朗氏

メールMFAによるeasyHousingのログインは、PC版／スマホ版ともに4ステップ。 ➀ログイン画面へアクセスし、 ➁ユーザー
ID・パスワードを入力。 ➂登録メールに届くワンタイムパスワード（コード）を入力することで、 ➃通常どおりログインできる。
これにより、不正ログインやなりすまし対策を強化できる。
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ユーザーIDと
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メールに配信された
ワンタイムパスワード
（コード）を入力

通常通り
ログイン可能に
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ブランドビジョン「Sincerely for You ～人生をご
いっしょに。～」のもと、戸建・分譲・賃貸・まちづくり・

リフォームを展開するトヨタホーム様。住まいの約
85％を工場生産し、鉄骨ユニット工法で災害に強
い住まいを提供しています。
住まいに関わる最高の満足を生涯にわたって提供
するため、トヨタホーム様は全国14のグループ販売
店を通して、約1000社の協力業者との結びつきを
強め、安定した品質とサービスを提供する関係性
を構築してきました。その業務スピードと効率性を
高めるために導入したのが、NECのeasyHousing

でした。
「それまでは発注書、請書などのやりとりをすべて
紙ベースで行っていました。しかし建築業において
も電子契約が可能となったことや、リードタイム
短縮によるお客様への提供価値を高めるため、
当社でもデジタル化を図ることになりました。数
あるサービスの中からeasyHousingを選んだの
は、信頼性の高いNECのシステムである上、大手
住宅メーカーの現場視点が盛り込まれていたこ
と。さらにグループ会社でも導入済みだったこと
などが決め手になりました」と振り返るのは同社
の山下 強氏です。
同社の基幹システムと連携したeasyHousingは、
本社および全国14の販売店で活用され、約1000
社の協力業者との間で受発注の電子化を実現し
ています。

「easyHousingは基幹システムと連携しており、
既存の原価・経理フローを維持したまま、発注メー

ルを自動送信できます。協力業者もPCやスマート
フォンから操作するだけで請書を送信できるため、
業務スピードが大幅にアップしました」と語るのは、
同社の川合 栄一朗氏です。
業務のデジタル化は工事前発注の徹底によるコン
プライアンスの遵守やペーパーレス化の効果も生
み出し、現在は9割以上の取引先とのやりとりが
easyHousingで行われています。

「使い慣れたスマートフォンで操作できるので、現場
で発注書がすぐに確認できて便利になった、郵送時
間がかからず急ぎの受発注でも余裕ができた、印
紙代も必要なくなりとても助かるといった声が非常
に多く、取引先も含めたコスト削減と業務効率向
上に大きく寄与しています」と川合氏は評価します。

導入前の背景や課題

受発注業務の効率性を高める
easyHousingを活用

導入後の成果

1社の取りこぼしもなく
MFA運用がスタート

選択のポイント

セキュリティ強化に向けて
多要素認証を導入
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「モバイル対応を考えると、MFAは個々のスマート
フォンの機能にどうしても依存します。また、約
1000社もの協力業者に素早くMFAを行き渡らせ
るためには、複雑な仕組みではなく、安全・確実・

低コストであることも不可欠でした」と川合氏は
説明します。
メールによるMFAログインは、ID／パスワードに加
え、システム側からメールで送られてくるワンタイム
パスコード（OTP）を入力することで、アカウントの
セキュリティを強化する仕組みです。これなら万一
パスワードが漏えいしても、不正ログインを防ぎ、セ
キュリティレベルを大幅に向上できます。メールが
受信できる端末なら機種を選ばず導入できること
も大きなポイントになりました。

機能も含めた情報漏えい対策を行っていました
が、さらにその発注先となる工事業者や職人さん
が操作する端末も含めた、より厳格なセキュリティ

が必要になったのです」（川合氏）。
トヨタホーム様は2023年、easyHousingのセキュ

リティ強化を図るMFAの導入検討に着手。NECと
共に「発注・請負／請求といった中核機能にMFA
を連携できること」「管理者のみ設定可能な権限
設計」「グループ販売店や協力業者が導入しやす
い簡易な操作性とモバイル対応」といった要件を
満たすソリューションを模索しました。
候補には、ID／パスワードと合わせたメール認証、
SMS認証、電話認証、生体認証などが挙がりまし
たが、最終的に、誰でも容易に操作ができるメール
認証を選定しました。

そして2025年、トヨタホーム様はeasyHousingに
セキュリティ強化機能をオプションで追加しまし
た。それがMFA（多要素認証）によるログインです。
「グループ会社では内部からの情報漏えい防止や
サイバー攻撃に対応する仕組みとして、『セキュリ
ティガイドライン』を定め、情報セキュリティの徹底
に取り組んでいます。その具体策の1つとして、お客
様情報を扱っているシステムログインにすべて
MFAが必須要件となりました。当社ではもともと
協力業者との間で、easyHousingのセキュリティ

キュアなeasyHousingの運用が行われています。
「NECにはセキュリティ要件の落とし込みから、使
いやすいログイン画面のUI設計、管理者承認フ
ローの設計支援など、さまざまなアドバイスをい
ただきました。今後も基幹システムとの連携をさ
らに強化してeasyHousingの導入効果を最大化
していきたいですね」（川合氏）。
今後もトヨタホーム様では、さまざまなテクノロ
ジーを活用すること、お客様に理想の住まいを提
供し続けていく考えです。

「運用をスムースに開始できるよう、1年前から販
売店向けの説明会を行い、事前準備マニュアルと
ログインマニュアルを提供して、販売店から協力
業者へMFAの説明を徹底してもらうようにしまし
た。利用者のメールアドレス登録も早くから開始
したのですが、どうしても思ったようには進みませ
んでした。本番開始前に登録が終わっていないと
easyHousingにログインできなくなるので、各業
者へのフォローを徹底しました」（川合氏）。
その努力が実り、1社の取りこぼしもなくMFAの活
用がスタートしました。現在まで全くトラブルなくセ

easyHousingへのMFAログインは2025年1月か
らスタートし、対象となる協力業者は既に100％が
活用しています。また、グループ販売店および協力
業者でマスタメンテナンス権限を持つ担当者のみ
がメールアドレスを登録できるようにしたため、な
りすましのリスクも極小化されています。


